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北海道大学電子科学研究所の辻井薫教授の研究グループは、電気化学的手法を用いて耐久性に優れた超撥水

性ポリアルキルピロール膜の開発に成功した。｢濡れる｣という現象は日常生活や自然界および各種産業におい

て大変重要である。この濡れ性は２つの因子（化学因子と表面の微細構造因子）によって決まる。表面の微細

な凹凸構造は、見かけの表面積に比べて実表面積を大きくし、そのために濡れが強調される。つまり、濡れる

表面はより濡れる様になり、はじく表面はよりはじく様になる。辻井教授らは以前に、この構造因子に着目し、

アルキルケテンダイマー(AKD)を再結晶化させることによりフラクタル次元 2.29 を持つ、超撥水性フラクタル

表面(世界で最も大きい接触角の 174°)を開発した。フラクタル表面は、実表面積を増加させるのに理想的な

表面だからである。しかし残念ながら、AKD 表面は、熱や溶媒に対して耐久性がなく、実用化に至っていない。   

今回は、導電性高分子の優れた耐熱性/耐溶媒性と、電気化学的手法によって表面構造が容易に制御できる

点に着目し、Fig. 1 に示すような突起物が緻密に並ぶ、興味深い表面形状を持つポリアルキルピロール膜が

開発できた。この膜の表面は超撥水性（接触角 154 o）を示し（Fig. 1）、数学的解析によればフラクタル次元

（2.23 次元）を持つ。 

この超撥水性膜は、80℃の高温に６時間曝されても、アセトンやエタノールなどの有機溶媒や油に 10 分間

浸しても接触角に変化は見られないなど、優れた耐久性の超撥水性を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 1.  Scanning electron microscopic image of super water-repellent poly(alkylpyrrol) film (scale bar: 
15 µm).  Left inset is cross section of the film (bar: 15 µm), and right insect is water droplet on the film 
(bar: 500 µm). 
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